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自他 のよ さを認 める ①低 学年♥

題 材 ・・・ 「どうぞよろしくの会をしよう」

ねらい ・・・ いろいろな友だちのことを知り、学校生活を一緒に
楽しくすごそうとする

工夫点 ・・・ 「どうぞよろしく」カード、保護者の協力

準 備 ・・・ ＊自己紹介「どうぞよろしく」カード＊家庭への通知

児童の活動 教師の支援と評価（◎）

【 】事前の活動
学 級活 動 ○ 自己紹 介カ ード の説 明を 聞く ・ 本時 の 活 動 に 意 欲 が も て る よ う な言 葉 か

け をす る

家 庭で ○ 自 己 紹 介 が 友 だ ち の 前 で で き る ・ 保 護 者 に 協 力 を 依 頼 し （ 資 料 、 み ん な）
ように 家庭 で練 習を する の前 で 発 表 す る 練 習 を 家 庭 で 行 える よ う

に する

放 課後 等 ○ 会の進 行の 準備 ・ 自己 紹 介 カ ー ド の 各 項 目 を 集 計 する
・ 集計 結 果 か ら 「 学 級 の み ん な 」 のこ と を
知 ら せ た り 「 み ん な と 自 分 の 関 係 」 を、
意 識で きるよ うに した りす る

・ ど うぞよ ろし く」 カー ドの 写真 を撮 る「
・会 の進 行の準 備を する

【 】本時の活動
「 どう ぞよ ろし くの 会」
１ はじ めの こと ば ・ 子ど も の 実 態 に 合 わ せ 、 会 の 進 行を 少 し

ず つ任 せる

２ 会の すす め方 ・ 会の 趣 旨 を わ か り や す く 話 し 、 発表 す る
とき 、 聞 く と き 、 そ れ ぞ れ の め あて を 伝
え る

３ 友だ ちの 自己 紹介 を聞 く ・ みん な の 前 で 話 す こ と が 苦 手 な 子ど も に
は 側で 寄り添 った り、 声を かけ たり する

・話 の聞 き方、 発表 の仕 方を 賞賛 する

４ 先生 のお 話 ・ 事前 に 準 備 し た 、 項 目 ご と の 集 計結 果 か
ら学 級 の み ん な の 様 子 を 伝 え る こと で 、
友だ ち に 関 心 を も っ た り 、 同 じ 好み の 仲
間 を意 識した りで きる よう にす る

「 」・友 だち とかか わる こと で 楽 しみ なこと
が 増や してい ける よう 支援 する５ 「ど うぞ よろ しく 」カ ード に写 真をは り、

完成 させ 、教 室に はる ◎楽 しそ うに友 だち のカ ード を見 てい る

【 】事後の活動
、帰 りの 会 ○ 「 友 だ ち に な っ た よ 」 や 「 楽 し ・カ ード を通し て知 った 友だ ちの こと から

か っ た よ 」 コ ー ナ ー な ど で 、 か どん ど ん か か わ り を 広 げ 、 楽 し い学 校 生
かわり の広 がり を伝 え合 う 活 が自 分でつ くっ てい ける よう 支援 する

・ 楽し み な こ と 「い っ し ょ にあ そ ぼ う」「 」
カー ド は は り 足 し て い け る よ う 準備 し て
お く

◎ カー ド を 通 じ て 、 友 だ ち と か か わっ て い
る

字が 書 ける 時点 で 「 事後 の 活動 」が 目に 見 える 形で 充実 する が、 それ まで は 帰留意点 、
り の 会等 で、 友だ ちと のか かわ りを 取り 上 げ、 よい かか わり をみ んな で認 めて い く

活動 を充 実さ せ る。 この よう な日 々の 取組 が、 子ど も 一人 一人 の学 級へ の適 応、 人間 関係 づ く
りに 大き く影 響 する 。低 学年 では この よう な、 基本 的 生活 習慣 の一 部で もあ る技 術的 な内 容 を

、 。計画 的に 取り 上げ 子 ども たち が徐 々に 集団 に適 応し ていけ るよ う配 慮す るこ とが 重要 であ る
ま た、 低学 年 であ るほ ど活 動の 中で 学ん だこ と、 感 じた こと を掲 示物 にま とめ 、目 に見 え る

形に 表す こと が 効果 的で ある 。学 んだ こと の価 値、 一 人一 人の 思い や考 えな どを 視覚 的に 捉 え
られ るよ う工 夫する こと で子 ども たち の活 動意 欲を さら に高め るこ とが 期待 でき る。
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自 他の よ さを 認め る ① 低学 年♥
＊「 どう ぞよ ろしく カー ド」

①わたし の なま えは

し ゃしん
です

②
がつ に ち に

うまれ まし た

③す きな たべものは

の りです

④す きな あそ びは

です

⑤がっ こ う で た のしみな こ とは

いっ し ょ に
です

を して
あ そび ま しょ う

みな さん
ど う ぞよ ろし く！

よ り

＊ 保護 者へ の依 頼文

保 護者 の皆 様へ

自 己紹 介カー ド「 どう ぞよ ろし く」 事 後 の 活 動 と し て 「 楽 し み 」、
作成 のお 願い を 増 や す 、 か か わ り を 広 げ て い く

た め に カ ー ド を 増 し 刷 り し て 「 ど
○ 年○組 う ぞ よ し く 」 カ ー ド に 貼 り た し て

。 、担 任○○ ○○ い ける うに する カ ード をも とに
。遊 びの 様子 を伝 えあ うこと もよ い

４月 の学 級活 動で 自己 紹介 を行 います 。
つき まし ては 、本 日児 童が 持ち 帰った
自己 紹介 カー ド「 どう ぞよ ろし く」の 記入 保 護 者 に 学 級 で の 取 組 に 協 力 し
をよ ろし くお 願い しま す。 て らう と共 に、 子ど もたち が友 だ
児童 は 自己 紹介 にこ の カー ドを 使 用し 、 ち と か か わ り を も つ た め の 学 習 を

その 後教 室に 掲示 する 予定 です 。 行 う こ と へ の 関 心 を 高 め た い 。 保
写 真は 学校 で準 備い たし ます 。 護 者 と 共 に 、 学 級 ・ 学 年 の 仲 間 に

また 「○ ○ す る 人こ の 指 と まれ 」 の コ ー 関 心 を も ち 、 か か わ り を も と う と、
ナー は記 入し ない よう お願 いい たしま す。 す る気 持ち を育 てて いきた い。
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自他 のよ さを認 める ②中学 年♥

題 材 ・・・ 「○年○組 なかよし大作戦」

ねらい ・・・ 自分や友だちのよさに関心をもち、気付き認め合う
ことができる

工夫点 ・・・ 「よさ」の視点を広げる 新聞づくりで伝え合う

準 備 ・・・ アンケート調査 ＊スクープカード

児童の活動 教師の支援と評価（◎）

【 】事前の活動
帰 りの 会 ○ 意識調 査ア ンケ ート ・ 自他 の よ さ に 関 心 を も た せ る と 共に ど の

よう な 点 が よ さ と 感 じ て い る か 実態 を 把
握 する

◎自 他の よさに 関心 があ るか

（ 常時 ） ○ 「今日 のガ ンバ リス ト」 発表 ・ 生活 の 中 で 、 友 だ ち の よ さ に 関 心を も つ
友だち のよ さを 伝え 合う 活動 活 動を 取り入 れる

・ 子ど も の 発 表 し た 「 よ さ 」 の 内 容を 集 計
し てお く

【 】本時の活動
○ 自分 ・友 だち の「 よさ 」を 発表 する ・ 事前 ア ン ケ ー ト や 常 時 活 動 か ら 実態 に 合

わ せて 発表者 を選 んで おく

○ 「よ さ」 につ いて の実 態を 知る ・ 事前 に 準 備 し た 「 よ さ 」 の 集 計 結果 を 伝
今ま で自 分で は気 付い てい なか った よ さ え る「 」
の価 値を 確認 する ・ 多く の 子 ど も の 気 付 い て い な い 「よ さ 」

を 取 り 上 げ 「 よ さ 」 の 視 点 を 広 げ て い、
け るよ うにす る

・ 目に 見 え る 「 よ さ 」 だ け で な く 、思 い や
りな ど の 気 持 ち へ の 気 付 き も 進 んで 取 り
上 げ 「 よ さ 」 の 見 方 ・ 考 え 方 を 広 げ て、
い ける ように する

○ 友だ ちの 「よ さ」 を伝 え合 う新 聞づく りの ・ よ さ」 を認 めて も らう こと のう れし さ、「
記事 取材 をす る 価 値を 全体で 確認 して おく

○ 「○ ○○ スク ープ カー ド」 につ いて知 る ・ よ さ 」 の 見 方 ・ 考 え 方 を 広 げ 、 い ろ い「
友だ ちの よさ に 関心 をも ち 進 んで よ ろな 友 だ ち の 「 よ さ 」 を 見 つ け るカ ー ド「 」 、 「
さ」 を見 つけ よう とす る意 欲を もつ の 説明 をする

・ ○ ○ ○ 」 は 、 あ る 行 事 や 期 間 を 区 切 っ「
て 活動 できる よう に限 定し ても よい
（ 運動 会練習 ・総 合的 な学 習等 ）

【 】事後の活動
あ る期 間 ○ 「 ○ ○ ○ ス ク ー プ カ ー ド 」 を 使 ◎ 「よ さ 」 の 見 方 ・ 考 え 方 を 広 げ 、い ろ い

っ て 友 だ ち の 「 よ さ 」 を 進 ん で ろ な友 だちの 「よ さ」 を見 つけ てい る
見つけ 、記 事材 料集 めを する

学 級活 動 ○ 新聞づ くり 国語 科と の関 連可 ・ 役割 を 決 め 協 力 し て 新 聞 づ く り に取 り 組（ ）
め るよ うにす る

帰 りの 会 ○ 新聞発 表 ・ 認め 合 い 、 伝 え 合 う 活 動 が 継 続 して 行 え
発表後 掲示 る よう 配慮し てい く

「 新 聞づ くり 」 を目 標に 、本 時 の学 習で 気 付い た新 しい 「 よさ 」の 価値 を進 ん で留意点
見 つけ よう とす る活 動（ 事後 の活 動 記 事材 料集 め） を継 続す る。 そし て、 新 聞

づく り、 発表 、 掲示 とい う一 連の 活動 で子 ども たち の 間に よさ を認 め合 うこ との ここ ちよ さ 、
伝え 合う こと のうれ しさ など を体 験を 通し て、 実感 させ ること がで きる 。
【関 連 】心 の ノー ト Ｐ42～ 45「ひ と りじ ゃ な いか ら がん ばれ る 」や 道 徳２ － (3)「 友 だち と 互
いに 理解 し、 信頼し 助け 合う 」と 関連 づけ るこ とで 、さ らに自 主的 な活 動が 期待 でき る。
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自 他のよ さを 認め る ②中 学年♥

見 つけ たよ ！今 日の ガンバ リス ト

月

火

水

木

金

ガ ンバリ ス ト を
見つ けて ・ ・ ・

＊ 注 はじ めに「 よい とこ ろ」 を
記入 して から「 こん なふ うに のば した い」 を記 入す る

常 時活 動が ある な
しに かわ らず 関心 を
高め 実態 把握 する た
めに 活用 でき る

○○○スクープカード
「ぼ く の わ たし の☆ 新聞づく りの記事 をいっぱ い集めよ う

よ いと こ ろ 」 は掲 示
し たり 、 学 期 ごと にが ん ば っ て やさ しいね ナ イ ス ！ 他に も
貼 りた し た り する 工るね ア イデ ィア みーつけた
夫も でき る

「 よさ 」の 視点 を
広げ る目 的で 使う カ
ード であ る。 実態 に
合わ せて よさ の内 容
を 子ど も た ち に任 せ
ても よい 。子 ども た
ちの 気付 かな い部 分
は指 導者 が提 案し た
り常 時活 動の 中か ら
取 り上 げ た り して も
よい



- 8 -

自他 のよ さを認 める ③高学 年♥

題 材 ・・・ 「わくわくバンク」をつくろう

ねらい ・・・ よさ（長所の宝）を発見しあい 「長所の宝」を紹介し合う、

工夫点 ・・・ 「お宝紹介」活動

準 備 ・・・ ＊バンクカード＊「お宝チェック」カード
＊ありがとうメッセージカード

児童の活動 教師の支援と評価（◎）

【 】事前の活動
帰 りの 会 ○ 自分 の長 所（ よ さ） を考 え 「 バ ・見 つけ ら れな い 子ど もに は 、声 をか け、 友、

ンクカ ード 」に 記入 する だ ちに 聞いた り、 教師 が助 言し たり する

・長 所は 宝 であ り 、大 事に し てい る自 分の よ
さ であ ること を話 す

◎自 分の ことを 理解 し、 表現 でき る
・ バ ンク カ ー ド 」 か ら、 自 分 の よ さを 見 つ「
め られ ている 実態 を把 握し てお く

【 】本時の活動
○ 「お 宝チ ェッ ク」 を行 う ・子 ども た ちの 「 長所 」の と らえ 方を まと め
自分 の「 長所 」は どの 視点 のよ さかわ かる て 「お 宝チェ ック 」カ ード を作 成し てお く

・ お 宝チ ェ ッ ク 」 カ ード か ら 長 所 のと ら え「
方 がた く さん あ るこ とに 気 づけ るよ うに す
る

○ 小 グ ル ー プを つ く り 「 バ ン ク カー ド 」 を ・見 せ合 う 活動 が スム ーズ に いく よう 支援 す、
見せ 合う 、 る

○ グ ルー プ 内の 友だ ち の「 バン クカ ー ド」 に ・友 だち の よさ （ 長所 の宝 ） やチ ェッ クポ イ
長所 の宝 を書 き足 す ン トか ら 、よ さ のと らえ 方 を広 げ自 分や 友

だ ちの よ さを も っと 見つ け られ るよ うに す
る

◎友 だち に書い ても らっ た長 所の 宝や 全員 の○ 友 だち に 書い ても ら った 長所 の宝 を 見せ 合
長 所 の宝 を見 て 、い ろい ろ なよ さが ある こう
と に気 づく

○ グ ルー プ でま とめ た 「バ ンク カー ド 」を 他 ・バ ンク カ ード は 「よ さ」 と その チェ ック ポ
のグ ルー プと 交換 し 気 付い た友だ ちの 長 イ ント を 記入 し 発見 者も 記 入で きる よう に、 「
所の 宝」 を記 入す る す る

◎進 んで 友 だち の 長所 を見 つ けカ ード に記 入
し てい る

○ 自分 のバ ンク カー ドを 見る ・友 だち に 「よ さ 」と して 認 めて もっ たこ と
を カー ド を通 し て知 るこ と で、 認め られ る
喜 びを 実感さ せる

○ 自 分の 「 長所 の宝 」 の一 つを 紹介 す る準 備 ・紹 介す る 長所 が 決め られ な い子 ども には グ
をす る ル ープ の 友だ ち に相 談で き るよ う声 かけ を

す る

【 】事後の活動
朝 の会 ○ 自 分 で 決 め た 「 長 所 の 宝 」 を 一 ・自 信を も って 発 表で きる よ うに 、友 だち と
帰 りの 会 つ 紹 介 し 自 信 を も て る よ う に す 練 習し た り、 発 表の リハ ー サル の場 面を 設

る け たり し て、 個 々の 紹介 が 充実 する よう 支
援 する

○ 「 お 宝 紹 介 」 活 動 で 友 だ ち の 長 ◎自 分の よ さに 自 信を もち 、 発表 した り、 友
所 の 紹 介 に 感 想 や 教 え て く れ て だ ちの 発表に メッ セー ジが 送れ たり でき る
ありが とう のメ ッセ ージ を送 る

長 所 を発 見す る 観点 は学 級の 実 態か ら考 慮 し、 知識 ・技 能 で競 う雰 囲気 をあ お っ留意点
、 。たり よ さを 否定 して しま うよ うな 言動 がでな いよ う配 慮す るこ とが 必要 であ る

「 」 、 、 、お 宝チ ェッ ク の項 目は 実 態に 合わ せて 子ど も同 士で 認め 合うこ とで 誰も が気持 ちよ く
どの 子も 認め ら れる もの を考 え決 定し てい くこ とが 望 まし い。 長所 を紹 介す る時 間は 、子 ど も
と一 緒に 担任 も 子ど もも 一人 一人 の「 長所 の宝 」を 賞 賛し 、学 級全 体が 認め 合う 雰囲 気に 広 が
って いく よう 配慮し てい くこ とも 大切 であ る。
【関 連】 心の ノー トＰ 44～ 47「 友だ ちっ てい いよ ね」 や道 徳２ －(3)と関 連づ ける こと で 「 よ、
さ」 の価 値を 高めた り、 考え を深 めた りし て、 自主 的に 活動す るこ とが でき る。
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自 他の よ さを 認め る ③ 高学 年♥

な ま え

・ ・ ・ ・わ たし の 長 所 の宝 は
お 宝チ ェ ッ ク

わくわく

バン クカ ード

認 め る、 認 め られ る こと でお宝チ ェ ッ ク
子どもたちひとりひとりが
自信をもち、この繰り返し

が子ども同士の信頼関係をすご いね ！！
築く基盤となります○○ ○が 得意 だよ

○○ ○が でき るよ

さ すが！！ ！
○○ につ いて

よく しっ てる よ

さ んへ

く んへび っ く り ！！
みんな の知 らな いこ んな こと
で きる よ・ ・知 って るよ

メ ッセ ージ

あ っ たか いね！
○○○ の世 話を した り
する のが 得意 だよ

や さし いね！
こまっ てる 友だ ちが いた ら

よ りすぐ に声 かけ ちゃ うよ

＊ 「何 かが でき る」 だけ でな く、 目に見 えな い
やさ しさ ・思 いや り等 も取 り上 げチェ ック 項
目に 増や して いけ ると よい と思 います 。
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